
 

 産 業 振 興 部 

水 産 海 浜 課 

 

直通 055-934-4753 

開催まで残り 38日となった「第 14回みなとオアシスＳｅａ級グルメ全国大会 in沼津」、会場

の沼津港全体を活用したビックイベントです！沼津港をグルっと丸ごと楽しんでください。 

 

１ 開催日時 

令和５年 10月 28日(土) 10時～16時、29日(日) 10時～15時 

２ イベント内容等 

（1）Sea級グルメエリア（沼津魚市場第一市場） 

・ 過去最多！34のみなとオアシスが参加！閉会式（29日 14時 15分）でグランプリ発表！ 

・ ステージでよしもと芸人や燦々ぬまづ大使のトークショー、高校生パフォーマンスを実施します。 

（2）海のイベントエリア（沼津魚市場 INOほか） 

・ 漁船・帆船 Ami号の乗船体験、PR展示、水産物販売、冷凍庫無料体験を実施します。 

・ 海上自衛隊艦艇を一般公開します。（主催：自衛隊静岡地方協力本部） 

（3）沼津自慢エリア（沼津港内港西側） 

・ 沼津自慢の農産物・飲食物の販売等（19ブース）、ステージパフォーマンスを実施します。 

（4）親子で楽しめるファミリーゾーン（港口公園） 

・ 芝生広場で気持ちよく体を動かすことができるスポーツ体験などを実施します。 

（5）その他 

・ 大型展望水門「びゅうお」を２日間無料開放します。 

・ スマートフォンを活用したデジタルスタンプラリーを開催します。 

・ 同日夜には沼津駅周辺で沼津バル「呑み歩いていいとも！」が開催されます。 

３ 交通案内 

・ 沼津駅～沼津港間の路線バスを２日間無料化します。 

・ 遊覧船による静浦漁港～沼津港間『無料クルーズ』を運航します。 

・ 無料臨時駐車場を明電舎、第二小、第三小、静浦漁港、静浦小中一貫校に設け、無料シャトル

バスにより『明電舎～第二小～沼津港』及び『静浦漁港～第三小～沼津港』を結び、パークア

ンドライドを実施します。 

・ 会場周辺のリアルタイム交通情報を大会ＨＰにて発信します。 

４ パンフレットが完成しました 

⑴ 作成部数 85,000部 

⑵ 周知方法 

・ 令和５年 10月１日（日）より、全戸配布を実施（広報ぬまづ 10月１日号に挟みこみ） 

・ その他、出店みなとオアシス、ＰＲイベントなどにて配布します。 

【問合せ等】 

Sea級グルメ全国大会 in沼津実行委員会事務局 

（沼津市産業振興部水産海浜課内） 

電話：055-934-4753 Email：suisan@city.numazu.lg.jp 

沼津市定例記者会見発表 ４                                        令和５年９月２０日 

沼津港の魅力を味わい尽くす「Ｓｅａ級グルメ全国大会in沼津」 

イベントの詳細が決定しました！ 

 

パンフレット（別添） 

沼津代表 Sea級グルメ 

「深海エビとアジの沼津小判めし」 

大会公式 

ホームページ 

mailto:suisan@city.numazu.lg.jp
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• 「みなとオアシス」とは、平成15年11月、中国地方整備局及び四国地方整備局において創設。
• 地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活性化に資する「みなと」を核としたまちづくりを促
進するため、住民参加による地域振興の取り組みが継続的に行われる施設として、国土交通省港湾
局⾧が申請に基づき登録するもの。

みなとオアシスは、交流・休憩、情報提供、災害時支援、物販、飲食等を提供する施設から構成されています。
規模や構成施設は、各みなとオアシスによって異なっています。

※みなとオアシスの構成施設は、各みなとオアシスによって様々であり、必ずしもこれら全ての施設を必要とするわけではありません。

※ 第１号登録として、平成16年1月に「みなとオアシス瀬戸田」（広島県尾道市）及び「鳥取・賀露（かろ）みなとオ
アシス」（鳥取県鳥取市）の2件を同時登録。

 

地域住民 観光客

地域住民の交流
観光振興

代表施設

みなとオアシス
トイレ

緑地・広場

駐車場

旅客施設

交流施設

クルーズ旅客
例:
旅客施設、展望施設、レストラン 等

例:
多目的ホール、観光案内施設、市場、
支援物資備蓄施設 等

みなとオアシスとは



○みなとオアシスとは
・地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活性化に資する「みなと」を
核としたまちづくりを促進するため、平成15年に制度を設立
・住民参加による地域振興の取り組みが継続的に行われる施設として、国土
交通省港湾局⾧が申請に基づき登録するもの

○みなとオアシスの担う役割
・地域住民、観光客、クルーズ旅客等の交流及び休憩
・地域の観光及び交通に関する情報提供
・その他（災害時の支援、商業機能 など）

○みなとオアシスの構成施設
・旅客施設、展望施設、多目的ホール
・観光案内施設
・駐車場、トイレ、津波避難タワー
・産地直売施設、レストラン など

○みなとオアシスの設置者・運営者
・地方公共団体（港湾管理者含む）
・NPO団体、協議会 など

地域振興イベントの開催状況

標章
（シンボルマーク）

構成施設のイメージ

みなとオアシス所在港湾の一覧

「みなとオアシス」の概要

【広島県】
忠海港
竹原港
鮴崎港
小用港
三高港
広島港
(宇品/坂)
蒲刈港
厳島港
【山口県】
由宇港
安下庄港
徳山下松港
(徳山/下松）
三田尻中関港

【鳥取県】
鳥取港
境港
【島根県】
西郷港
別府港
来居港
浜田港
【岡山県】
東備港
牛窓港
宇野港
笠岡港
【広島県】
瀬戸田港
福山港
尾道糸崎港
(尾道/三原)

【中国】

【大阪府】
大阪港
阪南港
深日港･淡輪港
【和歌山県】
和歌山下津港
新宮港
古座港
日高港
【京都府】
宮津港
久美浜港
伏見港
舞鶴港
【兵庫県】
神戸港
(須磨/神戸）
姫路港
相生港
福良港

【近畿】

【新潟県】
岩船港
新潟港
(新潟/聖籠)
両津港
【富山県】
魚津港
伏木富山港
(新湊/伏木/富山)
【石川県】
金沢港
小木港
飯田港
輪島港
宇出津港
穴水港
七尾港
和倉港
【福井県】
福井港
敦賀港
和田港

【北陸】

【茨城県】
茨城港(大洗)
【栃木県】
佐野インランドポート
【千葉県】
千葉港
木更津港
興津港
館山港

【神奈川県】
川崎港
横浜港
横須賀港
大磯港

【関東】

本部港･水納港
那覇港
中城湾港
平良港
石垣港

【沖縄県】

【静岡県】
沼津港
下田港
田子の浦港
清水港
大井川港
御前崎港
浜名港
【愛知県】
三河港
名古屋港
【三重県】
津松阪港
鳥羽港
浜島港･賢島港

【中部】

【高知県】
奈半利港
手結港
久礼港
あしずり港
宿毛湾港
須崎港
【徳島県】
徳島小松島港

【香川県】
北浦港
宇多津港
【愛媛県】
新居浜港
枝越港
宇和島港
八幡浜港
三崎港

【四国】

【広島県・愛媛県】
土生港・立石港

【中国・四国】

【山口県】
下関港
【福岡県】
北九州港
大島港
【佐賀県】
唐津港
呼子港
【⾧崎県】
比田勝港
厳原港
郷ノ浦港
福江港
⾧崎港
口ノ津港
佐世保港

【大分県】
別府港
大分港
津久見港
【熊本県】
富岡港
牛深港
八代港
【宮崎県】
古江港
油津港
細島港
【鹿児島県】
川内港・里港
・⾧浜港
鹿児島港

【九州】

稚内港
香深港
沓形港
鴛泊港
紋別港
網走港

【北海道】

留萌港
釧路港
苫小牧港
室蘭港
函館港
江差港

【青森県】
大間港
大湊港
青森港
休屋港
八戸港
【岩手県】
久慈港
宮古港
釜石港
大船渡港
【秋田県】
船川港
秋田港
本荘港

【東北】

【宮城県】
気仙沼港
仙台塩釜港
(塩釜/仙台）
【山形県】
酒田港
加茂港
鼠ヶ関港
【福島県】
小名浜港

登録数 １５９箇所
（令和５年９月９日時点）



「みなとオアシス」の主なメリット

メリット４
・みなとオアシスSea級グルメ全国大会（全国規模の食を通じたイベント）の実施及び参加が可能。
①実施する地元においては、知名度向上を図ることができる(例年1万人以上が参加)。
②新聞やテレビ番組で紹介され注目度が上がっており、更なる地域活性化への活用が見込まれる。
③大会の実施者は、港湾局事業による支援が受けられる。

メリット２
・「みなとオアシス」の拠点機能強化を図る港湾施設を整備する場合、「社会資本整備交付金」の重点配分※あり。
【整備事例；浮桟橋、緑地等】 ※社会資本整備総合交付金における港湾事業においては、インフラ整備を通じた国際競争力強化や地域経済・産業の

活力向上を図るという考えの下、特定の事業に特化して策定される整備計画に対して重点配分を行うこととされている。

メリット３
・みなとオアシス全国協議会への入会が可能。会員となることで、オアシスの活性化に係る活動（各種交流活動、PR費用等）に対
し、予算の範囲内で1活動当たり10万円を限度に支援を受けることができる。
・全国のみなとオアシスとの情報交換・発信や交流等を通じた全国的な連携が可能。

メリット６
・みなとオアシスの設置者や運営者が「港湾協力団体」として港湾管理者に指定されると、港湾協力団体が行う活動(港湾の利用
振興、学習会等)に対し、予算の範囲内で30万円を限度に支援を受けることができる(令和５年４月１日時点では４３団体が指定
されており、うち２０団体がみなとオアシスの運営者)。

・みなとオアシスの設置者や運営者は、豊かなウォーターフロント形成のための事業(イベント、調査等)を行う場合、予算の範囲
内で1活動当たり30万円を限度に支援を受けることができる(一般社団法人ウォーターフロント協会の会員に限る)。

メリット１
・訪日外国人旅行者の受入環境の高度化及び災害など非常時における安全・安心対策の推進を図る事業を行う場合、観光庁事
業による支援が受けられる。

メリット５
・みなとオアシスに登録されることにより、位置・名称等がWEB地図への掲載される（国土地理院の「地理院地図」、(株)ゼンリンの
「いつもＮＡＶＩ」に掲載）。

・いつもＮＡＶＩへの掲載により、その地図データを活用するカーナビや地図アプリに反映され、更なる知名度向上が見込まれる。


